
JP 6371153 B2 2018.8.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリアルポートと、
　ＲＳ２３２Ｃインタフェース端末装置を駆動するＲＳ駆動手段と、
　ＶＧＡインタフェース端末装置を駆動するＶＧＡ駆動手段と、
　前記ＲＳ駆動手段および前記ＶＧＡ駆動手段から、前記シリアルポートに接続された端
末装置を駆動する手段を選択する選択手段と、を備え、
　前記シリアルポートはＲＳ２３２Ｃインタフェース端末接続用のコネクタであり、
　前記選択手段は、前記シリアルポートのＤＳＲ信号線から所定値が出力されている場合
に、前記ＶＧＡ駆動手段の信号線を、前記シリアルポートの前記ＤＳＲ信号線以外の信号
線に接続する電子装置。
【請求項２】
　前記コネクタは、RJ45コネクタおよび９ピンのD-subコネクタの何れか一方である、請
求項１の電子装置。
【請求項３】
　請求項１及び請求項２の何れか１項の電子装置と、
　前記ＶＧＡインタフェース端末装置と、
　前記電子装置と前記ＶＧＡインタフェース端末装置との間に接続され、前記シリアルポ
ートのＤＳＲ信号線に前記所定値を出力し、前記ＶＧＡインタフェース端末装置の信号線
を前記シリアルポートの前記ＤＳＲ信号線以外の信号線と接続する変換手段と、を包含す
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る電子システム。
【請求項４】
　前記変換手段は、ａ）前記ＶＧＡインタフェース端末装置の１５ピンのD-subコネクタ
と前記シリアルポート間を接続し、D-subコネクタのＧＮＤピンを前記シリアルポートの
ＤＳＲ信号線に接続するケーブル、及び、ｂ）前記ＶＧＡインタフェース端末装置の１５
ピンのD-subコネクタに接続されたＶＧＡインタフェース用のケーブルと、前記シリアル
ポートに接続されたシリアルケーブル間に接続され、ＤＳＲ信号線を自らのＧＮＤに接続
する変換基板の何れか一方である請求項３の電子システム。
【請求項５】
　シリアルポートと、
　ＲＳ２３２Ｃインタフェース端末装置を駆動するＲＳ駆動手段と、
　ＶＧＡインタフェース端末装置を駆動するＶＧＡ駆動手段と、
　前記ＲＳ駆動手段および前記ＶＧＡ駆動手段から、前記シリアルポートに接続された端
末装置を駆動する手段を選択する選択手段と、を備え、
　スイッチをさらに備え、
　前記シリアルポートはＲＳ２３２Ｃインタフェース端末接続用のコネクタであり、
　前記選択手段は、前記スイッチが所定の状態の場合、前記ＶＧＡ駆動手段の信号線を、
前記シリアルポートの信号線に接続する電子装置。
【請求項６】
　シリアルポートと、
　ＲＳ２３２Ｃインタフェース端末装置を駆動するＲＳ駆動手段と、
　ＶＧＡインタフェース端末装置を駆動するＶＧＡ駆動手段と、を備える装置において、
　前記ＲＳ駆動手段および前記ＶＧＡ駆動手段から、前記シリアルポートに接続された端
末を駆動する手段を選択する方法であって、
　前記シリアルポートはＲＳ２３２Ｃインタフェース端末接続用のコネクタであり、
　前記シリアルポートのＤＳＲ信号線から所定値が出力されている場合に、前記ＶＧＡ駆
動手段の信号線を、前記シリアルポートの前記ＤＳＲ信号線以外の信号線に接続する方法
。
【請求項７】
　前記コネクタは、RJ45コネクタおよび９ピンのD-subコネクタの何れか一方である、請
求項６の方法。
【請求項８】
　シリアルポートと、
　ＲＳ２３２Ｃインタフェース端末装置を駆動するＲＳ駆動手段と、
　ＶＧＡインタフェース端末装置を駆動するＶＧＡ駆動手段と、を備える装置において、
　前記ＲＳ駆動手段および前記ＶＧＡ駆動手段から、前記シリアルポートに接続された端
末を駆動する手段を選択する方法であって、
　前記装置は、スイッチをさらに備え、
　前記シリアルポートはＲＳ２３２Ｃインタフェース端末接続用のコネクタであり、
　前記スイッチが所定の状態の場合、前記ＶＧＡ駆動手段の信号線を、前記シリアルポー
トの信号線に接続する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子装置、電子システム、および、方法に関する。特に、１つのシリアルポ
ートで、ＲＳ２３２ＣインタフェースのシリアルコンソールとＶＧＡ(Video Graphic Arr
ay)インタフェースの端末装置を排他的に使用することができる電子装置、電子システム
、および、方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　特許文献１は、Ｄ－ｓｕｂ（D-subminiature）２５ピンの共通化コネクタを使用して、
シリアルインタフェースまたはパラレルインタフェースを自動的に選択して使うことが出
来るインタフェース装置を開示する。
【０００３】
　特許文献２は、非ブルートゥースコンソールを用いて、非ブルートゥースコンピュータ
及びブルートゥースマスタ機器を制御出来るスイッチ装置を開示する。
【０００４】
　特許文献３は、ピン配列仕様の異なる機器間相互を接続する通信ケーブルを開示する。
当該通信ケーブルは、接続変更可能なコンバータ部を備える。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平９－２８２０５８号公報
【特許文献２】特開２０１２－２３４５１７号公報
【特許文献３】実開昭６３－１４３８７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　コンピュータ等の電子装置は、そのコンソール装置として、ＲＳ２３２Ｃ規格準拠のシ
リアルコンソール（以降、シリアルコンソール）とＶＧＡ規格準拠の端末装置（以降、Ｖ
ＧＡ端末装置）のいずれか一方を使用することがある。どちらを使用するかは、当該電子
装置の利用状況に応じて利用者が決定する。
【０００７】
　そのため、電子装置は、予め、シリアルコンソール接続用のポートとＶＧＡ端末装置接
続用のポートの２つのポートを備えておく必要があり、このことが、例えば、ラック搭載
型電子装置の高密度実装の妨げとなる。
【０００８】
　本願発明は、上述の課題をするための電子装置、電子システム、および、方法を提供す
ることを目的とする。
【０００９】
　特許文献１の装置は、シリアルインタフェースまたはパラレルインタフェースを切り替
えて使用するものである。この装置は、シリアルコンソールとＶＧＡ端末装置の接続ポー
ト共通化という本発明の課題を解決できない。
【００１０】
　特許文献２の装置は、ブルートゥスデバイスと非ブルートゥスデバイスを共通のコンソ
ール装置で制御するものである。この装置も、シリアルコンソールとＶＧＡ端末装置の接
続ポート共通化という課題は解決できない。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一実施形態の電子装置は、シリアルポートと、ＲＳ２３２Ｃインタフェース端
末装置を駆動するＲＳ駆動手段と、ＶＧＡインタフェース端末装置を駆動するＶＧＡ駆動
手段と、前記ＲＳ駆動手段および前記ＶＧＡ駆動手段から、前記シリアルポートに接続さ
れた端末装置を駆動する手段を選択する選択手段と、を備える。
【００１２】
　本発明の一実施形態の方法は、シリアルポートと、ＲＳ２３２Ｃインタフェース端末装
置を駆動するＲＳ駆動手段と、ＶＧＡインタフェース端末装置を駆動するＶＧＡ駆動手段
と、を備える装置において、前記ＲＳ駆動手段および前記ＶＧＡ駆動手段から、前記シリ
アルポートに接続された端末を駆動する手段を選択する。
【発明の効果】
【００１３】
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　本発明にかかる電子装置は、１つのシリアルポートで、シリアルコンソールとＶＧＡ端
末装置を排他的に選択して使用することができる。したがって、本発明の電子装置は、コ
ンソール装置用に実装するポートが１つで良く、その結果、例えば、ラック搭載型電子装
置の高密度実装が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、電子装置１０に、本発明を適用した場合の電子システム９０の構成図で
ある。
【図２】図２は、第１の実施の形態の電子装置１０、例えばコンピュータ１０のブロック
構成図である
【図３】図３は、第１の実施の形態の電子システム６０の回路構成図である。
【図４】図４は、制御部３３の動作フローチャートを示す。
【図５】図５は、第２の実施の形態の電子装置１０、例えば、コンピュータ１０の回路構
成を示す。
【図６】図６は、第３の実施の形態の電子装置１０の構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　＜第１の実施の形態＞
　図１は、電子装置１０（例えばコンピュータ１０）に、本発明を適用した場合の電子シ
ステム９０の構成図である。図１の（ａ）の電子システム９０において、コンピュータ１
０は、シリアルケーブル１４でシリアルコンソール１２に接続されている。この場合、コ
ンピュータ１０はシリアルコンソールモードで動作し、コンピュータ１０が備えるＲＳ駆
動部２３が、シリアルポート１１経由でＲＳ２３２Ｃ信号を入出力する。
【００１６】
　なお、上述の電子装置１０とコンピュータ１０のように、同じ要素の上位概念の名称と
その具体例の名称は、同じ符号で参照される。
【００１７】
　ここで、ＲＳ駆動部２３は、シリアルコンソール１２を対象にＲＳ２３２Ｃの規格に基
づくデータの入出力を行う機能を有する部位である。ＲＳ駆動部２３は、例えば、ＲＳ２
３２ＣドライバＩＣ２３（Integrated Circuit）である。
【００１８】
　ここで、シリアルケーブル１４は、ＲＳ２３２Ｃ規格に準拠したコンソールの接続に通
常用いられている、例えば、ＲＪ４５コネクタ、９ピンのＤ－ｓｕｂコネクタを有するケ
ーブルである。
【００１９】
　一方、図１の（ｂ）の電子システム９０において、コンピュータ１０は、順次、シリア
ルケーブル１４、変換基板１６、ＶＧＡケーブル１５によってＶＧＡ端末装置１３に接続
されている。この場合、コンピュータ１０はＶＧＡモードで動作し、コンピュータ１０が
備えるＶＧＡ駆動部２１が、シリアルポート１１経由でＶＧＡ信号を入出力する。
【００２０】
　ここで、ＶＧＡ駆動部２１は、ＶＧＡ端末装置１３を対象にＶＧＡの規格に基づくデー
タの入出力を行う機能を有する部位である。ＶＧＡ駆動部２１は、例えば、ビデオチップ
２１である。
【００２１】
　ここで、ＶＧＡケーブル１５は、ＶＧＡ規格に準拠したコンソールの接続に通常用いら
れている、例えば、１５ピンのＤ-ｓｕｂコネクタを有するケーブルである。
【００２２】
　このように、本発明を適用した場合、コンピュータ１０は、そのシリアルポート１１を
経由して、シリアルコンソール１２も、ＶＧＡ端末装置１３も接続することが出来る。
【００２３】
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　コンピュータ１０等の電子装置１０は、小型化と高密度実装が求められており、その結
果、未使用の入出力ポートの数を減らすことが求められている。このため、例えば、設計
者は、電子装置１０の使用状況に合わせて、シリアルコンソール１２用の入出力ポート及
びＶＧＡ端末装置１３用の入出力ポートの一方を削除する、という対応を余儀なくされて
いた。あるいは、当該設計者等は、両入出力ポートを備える代わりに他の入出力ポートを
削除する、という対応を行っていた。
【００２４】
　本発明は、電子装置１０の同一シリアルポート１１を経由して、シリアルコンソール１
２も、ＶＧＡ端末装置１３も接続することを可能とするため、上記課題を解決する。
【００２５】
　図２は、本実施の形態の電子装置１０、例えばコンピュータ１０のブロック構成図であ
る。コンピュータ１０は、ＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３、ビデオチップ２１、選択部２
４、シリアルポート１１を備える。図示はされていないが、コンピュータ１０は、他に、
プロセッサ、メモリ、ディスク装置などを備える。ＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３やビデ
オチップ２１は、プロセッサから指示を受けて、シリアルコンソール１２や、ＶＧＡ端末
装置１３に入出力を行う。
【００２６】
　シリアルポート１１には、図１の（ａ）が示すようにシリアルコンソール１２が接続さ
れる。または、シリアルポート１１には、図１の（ｂ）が示すようにＶＧＡ端末装置１３
が接続される。
【００２７】
　選択部２４は、シリアルポート１１経由で外部からＥｎａｂｌｅ信号が入力されている
か否かに応じて、ＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３、および、ビデオチップ２１の一方を選
択して、シリアルポート１１に接続させる。選択部２４は、ビデオチップ２１をシリアル
ポート１１に接続させたり分離させたりするアイソレイトチップ２２を備える。
【００２８】
　電子システム９０が図１の（ａ）に示す状態で、シリアルポート１１経由でＲＳ２３２
ＣのＤＳＲ（Data Set Ready）信号がアサートされると、選択部２４はＲＳ２３２Ｃドラ
イバＩＣ２３にＥｎａｂｌｅ信号を出力し、動作状態にする。同時に、選択部２４は、ア
イソレイトチップ２２にＤｉｓａｂｌｅ信号を出力して、ビデオチップ２１をシリアルポ
ート１１から分離させる。これにより、ＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３がシリアルコンソ
ール１２を駆動可能となる。
【００２９】
　一方、電子システム９０が図１の（ｂ）に示す状態のとき、後述するようにシリアルポ
ート１１経由でＲＳ２３２ＣのＤＳＲ信号がデサートされる。正確に言えば、これは、Ｒ
Ｓ２３２ＣのＤＳＲ信号が出力される信号線の出力が所定電圧の時、という意味である。
簡単のため、以降もこのような言い回しが用いられる。
【００３０】
　この場合、選択部２４は、ＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３にＤｉｓａｂｌｅ信号を出力
し、その出力を停止させる。同時に、選択部２４は、アイソレイトチップ２２にＥｎａｂ
ｌｅ信号を出力して、ビデオチップ２１をシリアルポート１１に接続させる。これにより
、ビデオチップ２１がＶＧＡ端末装置１３を駆動可能となる。
【００３１】
　図３は、本実施の形態の電子システム９０の回路構成図である。図３の（ａ）は、電子
装置１０、例えば、コンピュータ１０の回路構成を示す。図２に示したものと同様に、コ
ンピュータ１０は、ＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３、ビデオチップ２１、選択部２４、シ
リアルポート１１を含む。ただし、本図において、選択部２４は、アイソレイトチップ２
２、ＦＥＴ３２（Field Effect Transistor）、及び制御部３３を包含する。制御部３３
は、例えば、ＣＰＬＤ３３（Complex Programmable Logic Device）で実現されている。
【００３２】
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　本図において、ＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３、ビデオチップ２１、シリアルポート１
１、および、アイソレイトチップ２２は、図２で説明したものと同じものである。
【００３３】
　図３の（ｂ）は、変換基板１６の構成を示す。変換基板１６は、信号線のインタフェー
スを、シリアルインタフェースのＲＪ４５または９ピンのＤ－ｓｕｂから、１５ピンのＤ
－ｓｕｂに変換する。
【００３４】
　変換基板１６は、ＶＧＡ端末装置１３と接続するための１５ピンのＤ-ｓｕｂのアナロ
グＶＧＡコネクタ３４を備えている。さらに、変換基板１６は、コンピュータ１０のＲＪ
４５のシリアルポート１１と接続するためのＲＪ４５接続インタフェース３５も備えてい
る。
【００３５】
　ＲＪ４５接続インタフェース３５は、アナログＶＧＡコネクタ３４のＨＳ(Horizontal 
synchronization)、ＶＳ(Vertical synchronization)、Ｒ(Red video)、Ｇ(Green video)
、Ｂ（Blue video）信号線の他に、ＲＳ２３２ＣのＤＳＲ信号線も備えている。ＤＳＲ信
号線は、グランドにプルダウン接続されている。
【００３６】
　コンピュータ１０は、シリアルポート１１として、ＲＪ４５コネクタ１１を備えている
。ＲＪ４５コネクタ１１からの信号線は、ＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３およびアイソレ
イトチップ２２に接続している。
【００３７】
　ＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３は、ＣＰＬＤ３３と接続している。また、アイソレイト
チップ２２は、ビデオチップ２１とも接続している。
【００３８】
　ＲＳ２３２Ｃのシリアル信号とＶＧＡ信号の接続の組み合わせは、例えば、ＣＴＳ（Cl
ear to send）とＨＳ、Ｒｘ(Receive Data)とＶＳ、ＤＴＲ(Data Terminal Ready)とＲ、
ＲＴＳ(Request To Send)とＧ、Ｔｘ(Transmit Data)とＢである。ただし、組み合わせは
これに限られない。
【００３９】
　シリアルコンソール１２とＶＧＡ端末装置１３との排他的選択回路として、ＲＳ２３２
ＣのＤＳＲ信号線が、ＦＥＴ３２経由でＣＰＬＤ３３に接続されている。ＣＰＬＤ３３か
らは、ＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３およびアイソレイトチップ２２の各々まで、Ｅｎａ
ｂｌｅ/Ｄｉｓａｂｌｅ信号線が伸びている。ＣＰＬＤ３３は、シリアルポート１１から
受信したＤＲＳ信号に基づいて、当該Ｅｎａｂｌｅ/Ｄｉｓａｂｌｅ信号線を用いて、Ｒ
Ｓ２３２ＣドライバＩＣ２３およびアイソレイトチップ２２の起動／停止を制御する。
【００４０】
　次に、図３の回路の動作を説明する。
【００４１】
　図１の（ａ）の電子システム９０において、ＲＪ４５コネクタ１１は、シリアルケーブ
ル１４を経由して、シリアルコンソール１２に接続されている。ここで、ＲＪ４５コネク
タ１１に入力されるＲＳ２３２ＣのＤＳＲ信号がレディ状態を示すと、ＲＳ２３２Ｃドラ
イバＩＣ２３にレディが伝達される。それと同時に、ＦＥＴ３２のゲートがオンなり、Ｃ
ＰＬＤ３３にＲＳ２３２Ｃ Ｅｎａｂｌｅ信号が、アサートされる（Ｌｏｗ電圧が加えら
れる）。
【００４２】
　図４は、制御部３３（ＣＰＬＤ３３）の動作フローチャートを示す。接続されたＲＳ２
３２Ｃ Ｅｎａｂｌｅ信号が、アサートされたことを検出すると（Ｓ１でアサート）、Ｃ
ＰＬＤ３３は、アイソレイトチップ２２にＤｉｓａｂｌｅ信号を出力する（Ｓ２）。これ
により、アイソレイトチップ２２は、ビデオチップ２１の信号をＲＪ４５コネクタ１１か
ら分離する。
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【００４３】
　次いで、ＣＰＬＤ３３は、ＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３にＥｎａｂｌｅ信号を出力し
（Ｓ３）、内部で分離していたプロセッサなどから創出されたシリアル信号を、ＲＳ２３
２ＣドライバＩＣ２３に出力し始める（Ｓ４）。これにより、コンピュータ１０は、ＲＪ
４５コネクタ１１を経由して、シリアルコンソール１２を駆動する。
【００４４】
　一方、図１の（ａ）の電子システム９０において、ＲＪ４５コネクタ１１に変換基板１
６が接続されると、変換基板１６内で、ＤＳＲ信号がグランドにプルダウン接続されて、
常にＬｏｗ電圧となる。そのため、ＣＰＬＤ３３にＲＳ２３２Ｃ Ｅｎａｂｌｅ信号が、
デサートされる（Ｈｉｇｈ電圧が加えられる）。
【００４５】
　図４のフローチャートにおいて、接続されたＲＳ２３２Ｃ Ｅｎａｂｌｅ信号が、デサ
ートされたことを検出すると（Ｓ１でデサート）、ＣＰＬＤ３３は、シリアル信号をＲＳ
２３２ＣドライバＩＣ２３から分離する（Ｓ５）。すなわち、ＣＰＬＤ３３は、シリアル
信号のＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３への出力を停止する。
【００４６】
　次いで、ＣＰＬＤ３３は、ＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３にＤｉｓａｂｌｅ信号を出力
する（Ｓ６）。これで、ＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３は、シリアル通信を停止する。
【００４７】
　最後に、ＣＰＬＤ３３は、アイソレイトチップ２２にＥｎａｂｌｅ信号を出力する（Ｓ
７）。これにより、アイソレイトチップ２２は、ビデオチップ２１の信号線をＲＪ４５コ
ネクタ１１に接続し、コンピュータ１０は、ＲＪ４５コネクタ１１を経由して、ＶＧＡ端
末装置１３を駆動する。
【００４８】
　本実施の形態にかかる電子装置１０は、１つのシリアルポート１１で、シリアルコンソ
ール１２とＶＧＡ端末装置１３を排他的に選択して使用することができる。したがって、
電子装置１０は、コンソール装置用に実装するポートが１つで良く、その結果、例えば、
ラック搭載型電子装置の高密度実装が可能となる。
【００４９】
　さらに、本実施の形態にかかる電子装置１０は、シリアルコンソール１２とＶＧＡ端末
装置１３を自動的に切り分けて使用することができる。したがって、電子装置１０の利用
者が、コンソール装置の種類を手動で指定する必要はない。
【００５０】
　その理由は、選択部２４が、ＤＳＲ信号の入力に基づいてコンソール装置の種類を切り
分けて、コンソール装置の駆動手段をＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３及びビデオチップ２
１の中から選択するからである。
【００５１】
　＜第１の実施の形態の変形＞
　シリアルポート１１は、ＲＪ４５コネクタでなく、９ピンのＤ-ｓｕｂコネクタであっ
ても良い。
【００５２】
　また、制御部３３は、ＣＰＬＤ３３で実現されていなくても良い。制御部３３は、ＦＰ
ＧＡ（Field Programmable gate array）や論理回路ＩＣを使って実現されても良い。選
択部２４は、ＤＳＲ信号をＲＳ２３２ＣドライバＩＣ２３やアイソレイトチップ２２に直
接入力するように実装されても良い。
【００５３】
　電子装置１０は、コンピュータ１０以外の他の電子機器、例えば、ストレージ装置、通
信装置、あるいは、工作機器、船舶、交通信号機の制御装置であっても良い。
【００５４】
　変換基板１６は無くても良い。電子装置１０とＶＧＡ端末装置１３を接続するケーブル



(8) JP 6371153 B2 2018.8.8

10

20

30

40

50

が、ＲＪ４５や９ピンのＤ-ｓｕｂコネクタから１５ピンのＤ-ｓｕｂのＶＧＡコネクタへ
の変換を行っても良い。この場合、ＤＳＲ信号線は、例えば、グランドピンに接続される
。
【００５５】
　＜第２の実施形態＞
　図５は、本実施の形態の電子装置１０、例えば、コンピュータ１０の回路構成を示す。
本実施の形態の電子装置１０は、制御部３３に接続されたスイッチ５８を包含する。当該
スイッチ５８は、一方にＨｉｇｈ、他方にＬｏｗ電圧が入力され、一方を選択して制御部
３３に出力可能である。
【００５６】
　本実施の形態の電子装置１０は、第１の実施形態の電子装置１０が備えていた、シリア
ルポート１１のＤＳＲ信号線から制御部３３に至るＦＥＴ３２を含む回路（図３）は不要
になる。
【００５７】
　第1の実施形態では、ＶＧＡ端末接続時（図１の（ｂ））は、ＲＳ２３２ＣのＤＳＲ信
号線をグランドにプルダウン接続して、制御部３３の自動検出により端末制御の切り替え
を行った。
【００５８】
　一方、本実施の形態の電子装置１０は、この切り替えの為にＤＳＲ信号の代わりにスイ
ッチ５８を使う。すなわち、ユーザがこのスイッチ５８を切り替えて、ＲＳ２３２ＣのＥ
ｎａｂｌｅ信号およびＤｉｓａｂｌｅ信号の一方を選択して、制御部３３に出力する。ス
イッチ５８は、ＲＳ２３２ＣのＥｎａｂｌｅ信号およびＤｉｓａｂｌｅ信号の一方を選択
して、制御部３３に出力できるのであれば、その種類、構造は問わない。
【００５９】
　また、電子装置１０は、スイッチ５８の代わりにチップセット５７のＧＰＩＯ（Genera
l Purpose Input / Output）を使っても良い。
【００６０】
　本実施の形態にかかる電子装置１０は、１つのシリアルポート１１で、シリアルコンソ
ール１２とＶＧＡ端末装置１３を排他的に選択して使用することができる。
【００６１】
　その理由は、選択部２４が備える、例えば、制御部３３が、スイッチ５８の入力に基づ
いてコンソール装置の種類を切り分けて、コンソール装置の駆動手段をＲＳ２３２Ｃドラ
イバＩＣ２３及びビデオチップ２１の中から選択するからである。
【００６２】
　＜第３の実施の形態＞
　図６は、本実施の形態の電子装置１０の構成図である。電子装置１０は、シリアルポー
ト１１と、ＲＳ駆動部２３と、ＶＧＡ駆動部２１と、選択部２４を備える。
【００６３】
　ＲＳ駆動部２３は、ＲＳ２３２Ｃインタフェース端末装置を駆動する。ＶＧＡ駆動部２
１は、ＶＧＡインタフェース端末装置を駆動する。選択部２４は、ＲＳ駆動部２３および
ＶＧＡ駆動部２１から、シリアルポート１１に接続された端末装置を駆動する部位を選択
する。
【００６４】
　本実施の形態にかかる電子装置１０は、１つのシリアルポート１１で、シリアルコンソ
ール１２とＶＧＡ端末装置１３を排他的に選択して使用することができる。
【００６５】
　その理由は、選択部２４が、コンソール装置の駆動手段をＲＳ駆動部２３及びＶＧＡ駆
動部２１の中から選択するからである。
【００６６】
　以上、実施形態を参照して本願発明を説明したが、本願発明は上記実施形態に限定され
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様々な変更をすることができる。
【符号の説明】
【００６７】
　１０　　電子装置
　１０　　コンピュータ
　１１　　シリアルポート
　１１　　ＲＪ４５コネクタ
　１２　　シリアルコンソール
　１３　　ＶＧＡ端末装置
　１４　　シリアルケーブル
　１５　　ＶＧＡケーブル
　１６　　変換基板
　２１　　ＶＧＡ駆動部
　２１　　ビデオチップ
　２２　　アイソレイトチップ
　２３　　ＲＳ駆動部
　２３　ＲＳ２３２ＣドライバＩＣ
　２４　　選択部
　３２　　ＦＥＴ
　３３　　制御部
　３３　　ＣＰＬＤ
　３４　　アナログＶＧＡコネクタ
　３５　　ＲＪ４５接続インタフェース
　５７　　チップセット
　５８　　スイッチ
　９０　　電子システム
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